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0.26 歳増加しており、全体でも 68.68 歳と 0.23 歳上
昇している。このことから、高齢になってから透析
導入という決定をする患者が増えていることが分か
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要旨　本研究は、在宅で生活する高齢血液透析患者のスピリチュアリティへの関連要因を検討することを目的










































































「ふつう：1 点」、「まあよい：2 点」、「よい：3 点」
とし、得点が高いほど主観的健康観が高いことを意
味するようにした。






























　コーピング方略は、Lazarus ら 26） が開発した
「Ways of Coping Questionnaire（WCQ）」 の 質 問
項目を基礎に、齋藤ら 27）が開発した「調整」「逃避」


































　調査対象者の平均年齢は 73.9 歳で、男性 102 人
（68.9％）、女性 46 人（31.1％）であった。平均透析




















































性 男 102人 （68.9％）
女 46人 （68.9％）
透析継続月数 平均±SD（範囲）















1.神経過敏に感じましたか 50（33.8） 40（27.0） 46{31.1） 2（1l4） 10（6.8）
2.絶望的だと感じましたか 83（56.1） 31（20.9） 29（19.6） 3（2.0） 2（1.4）
3.そわそわ落ち着かなく感じましたか 69（46.6） 43（29.1） 31（20.9） 1（0.7） 4（2.7）
4.気分が沈みこんでなに あっても気が晴れないように感じましたか 71（48.0） 47（31.8） 22（14.9） 5（3.4） 3（2.0）
5.何をするのも骨折りだと感じましたか 63（42.6） 39（26.4） 39（26.4） 3（2.0） 4（2.7）
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性 男 102人 （68.9％）
女 46人 （68.9％）
透析継続月数 SD















1.神経過敏に感じましたか 50（33.8） 40（27.0） 46{31.1） 2（1l4） 10（6.8）
2.絶望的だと感じましたか 83（56.1） 31（20.9） 29（19.6） 3（2.0） 2（1.4）
3.そわそわ落ち着かなく感じましたか 69（46.6） 43（29.1） 31（20.9） 1（0.7） 4（2.7）
4.気分が沈みこんでなにがあっても気が晴れないように感じましたか 71 48.0 47 31.8 22（14.9 5 3.4 3 2.0
5.何をするのも骨折りだと感じましたか 63 42.6 39 26.4 39 26.4 3 2.0 4 2.7






4.くつろいだ気分にし 37 25.0 111 75.0
5.数日間寝込んだときに世話をしてあげられる人はいますか 54 36.5 94 63.5
6.長時間寝込んだときに世話をしてあげられる人はいますか 64 43.2 84 56.8
7.まとまったお金を工面してあげられる人はいますか 74（50.0） 74（50.0）




















2.気を配ったり、思いやってくれる人はいますか 9（ 6.1） 139（93.9）
3.元気づけてくれる人はいますか 9（ 6.1） 139（93.9）
4.くつろいだ気分にしてくれる人はいますか 22（14.9） 126（85.1）
受領的手段的支援
5.数時間寝込んだときに、世話をしてくれる人はいますか 11（ 7.4） 137（92.6）
6.長時間寝込んだときに、世話をしてくれる人はいますか 23（15.5） 125（84.5）
7.あなたにまとまったお金を工面してくれる人はいますか 62（41.9） 86（58.1）














1.病気が悪化するのではないか 28（18.9） 79（53.4） 41（27.7）
2.痛みや苦痛が増すのではないか 31（20.9） 89（60.1） 28（18.9）
3.自分の病気の予後が良くないのではないか 46（31.1） 80（54.1） 22（14.9）
医療に対する不安
4.行われている治療や検査は安全だろうか 79（53.4） 54（36.5） 15（10.1）
5.医療従事者（医師や看護師）が自分の気持ちを聞いてくれないのではないか 101（68.2） 40（27.0） 7（ 4.7）
6.十分納得のいく説明が受けられないのではないか 93（62.8） 44（29.7） 11（ 7.4）
生活に対する不安
7.日常生活に制限を受けるのではないか 45（30.4） 73（49.3） 30（20.3）
8.病気や障害を持ちながらでは自宅で生活が続けられないのではないか 59（39.9） 65（43.9） 24（16.2）
9.現在の仕事（家事）ができなくなるのではないか 55（37.2） 56（37.8） 37（25.0）
役割や人間関係に対する不安
10.家族で過ごす時間が持てなくなるのではないか 77（52.0） 54（36.5） 17（11.5）
11.家族の関係が気まずくなるのではないか 105（70.9） 33（22.3） 10（ 6.8）
12.友達との集まりに参加できなくなるのではないか 61（41.2） 59（39.9） 28（18.9）
目標や価値に対する不安
13.旅行など自分の行きたいところへ行けなくなるのではないか 37（25.0） 57（38.5） 54（36.5）
14.自分の趣味や生きがいをあきらめなくてはならないのではないか 56（37.8） 51（34.5） 41（27.7）










1.計画を立て、実行する 14（ 9.5） 60（40.5） 47（31.8） 27（18.2）
2.物事がうまくいくように働きかける 13（ 8.8） 47（31.8） 61（41.2） 27（18.2）
3.解決のために一層の努力をする 11（ 7.4） 56（ 7.4） 49（33.1） 32（21.6）
4.解決方法を考え出す 11（ 7.4） 55（ 7.4） 53（35.8） 29（19.6）
5.自分のやるべきことや言うべきことを考える 6（ 4.1） 58（ 4.1） 49（33.1） 35（23.6）
逃避的コーピング
6.自分の都合のいいところだけをみようとする 36（24.3） 76（51.4） 26（17.6） 10（ 6.8）
7.いつもより長く眠るようにする 44（29.7） 62（41.9） 27（18.2） 15（10.1）
8.全てを忘れてしまおうとする 62（41.9） 56（37.8） 20（13.5） 10（ 6.8）
9.しばらくの間、その問題から目をそむける 51（34.5） 76（51.4） 17（11.5） 4（ 2.7）
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2.気を配ったり、思 やってあげられる人はいますか 20（13.5） 128（86.5）
3.元気づけてあげられる人はいますか 25（16.9） 123（83.1）
4.くつろいだ気分にし 37（25.0） 111（75.0）
5 数日間寝込んだときに世話 してあげられる人はいますか 54 36 5 94 63 5
6 長時間寝込んだときに世話をしてあげられる人はいますか 64 4 2 84 5 8
7 まとまったお金を工面してあげられる人はいますか 74 50 0 74 50 0
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女 46人 （68.9％）
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n=148、単位：人（％）
いいえ はい
1.心配事やぐちを聞いてあげられる人はいますか 27（18.2） 121（ 1.8
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値± SD（範囲）は 5.8 ± 2.4（0-8）、下位因子では
提供的情緒的社会支援 3.3 ± 2.1（0-4）、提供的手段
的社会支援 2.5 ± 1.5（0-4）であった。受領的社会
支援の平均値± SD（範囲）は 9.0 ± 2.2（1-12）、下
位因子は受領的情緒的社会支援 3.6 ± 0.9（0-4）、受
領的手段的社会支援 3.3 ± 0.9（0-4）、受領的ネガティ
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2.気を配ったり、思いやってくれる人はいますか 9（ 6.1） 139（93.9）
3.元気づけてくれる人はいますか 9  6.1 139 93.9
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5.医療従事者（医師や看護師）が自分の気持ちを聞いてくれないのではないか 101（68.2） 40（27.0） 7（ 4.7）
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10.家族で過ごす時間が持てなくなるのではないか 77 52.0 54 36.5 17 11.5
11.家族の関係が気まずくなるのではないか 105（70.9） 33（22.3） 10（ 6.8）
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1.計画を立て、実行する 14（ 9.5） 60（40.5） 47（31.8） 27（18.2）
2.物事がうまくいくように働きかける 13（ 8.8） 47（31.8） 61（41.2） 27（18.2）
3.解決のために一層の努力をする 11  7.4 56  7.4 49 33.1 32 21.6
4.解決方法を考え出す 11  7.4 55  7.4 53 35.8 29 19.6
5.自分 やるべきことや言うべきことを考える 6  4.1 58  4.1 49 33.1 35 23.6
逃避的コーピング
6. 都合のいい ころだけをみようとす 36 24.3 76 51.4 26 17.6 10  6.8
7.いつもより長く眠るようにする 44（29.7） 62（41.9） 27（18.2） 15（10.1）
8.全てを忘れてしまおうとする 62 41.9 56 37.8 20 13.5 10  6.8
9.しばらくの間、その問題から目をそむける 51 34.5 76 51.4 17 11.5 4  2.7












SD（範囲）は 11.3 ± 7.2（0-29）、下位因子では病気
や症状の悪化 2.9 ± 1.7（0-6）、医療に対する不安 1.4
± 1.7（0-6）、生活に対する不安 2.5 ± 1.8（0-6）、役
割や人間関係に対する不安 1.7 ± 1.7（0-6）、目的や

















































1.年を重ねるごとに感謝の気持ちが深くなっている 5（ 3.4） 6（ 4.1） 33（22.3） 85（57.4） 19（12.8）
2.自分がこの世に生まれてきたことに、大きな意味がある 7（ 4.7） 13（ 8.8） 57（38.5） 57（38.5） 14（ 9.5）
3.日々の生活の中に、楽しみや生きる希望がある 6（ 4.1） 11（ 7.4） 36（24.3） 76（51.4） 19（12.8）
自己超越
4.自分と先祖や子孫とは結びついている 3（ 2.0） 4（ 2.7） 31（20.9） 83（56.1） 27（18.2）
5.自分は何か大きな見えない力によって生かされている 9（ 6.1） 22（14.9） 38（25.7） 59（39.9） 20（13.5）
6.亡くなった家族やご先祖様に支えられている 4（ 2.7） 11（ 7.4） 35（23.6） 78（52.7） 20（13.5）
他者との調和
7.どんな相手でもわけへだてなく受け入れようとしている 0（ 0.0） 14（ 9.5） 41（27.7） 83（56.1） 10（ 6.8）
8.心の深いところにある思いを他者と語り合う機会や場がある 14（ 9.5） 29（19.6） 47（31.8） 50（33.8） 80（ 5.4）
9.これまでの人生での出来事や思いを他者に語り、自分の人生の意味
　を再確認できたと感じることがある 8（ 5.4） 20（13.5） 46（31.1） 65（43.9） 9（ 6.1）
よりどころ
10.周囲の人々（家族や友人、知人など）と良好な人間関係を持つこ
　とで、心穏やかに生きている 5（ 3.4） 17（11.5） 18（12.2） 86（58.1） 22（14.9）
11.他者への思いやりや感謝の気持ちを持つことで、人間関係を円滑
　にしている 3（ 2.0） 8（ 5.4） 27（18.2） 92（62.2） 18（12.2）
12.大切な人との幹が生きていく上での支えになっている 3（ 2.0） 7（ 4.7） 25（16.9） 82（55.4） 31（20.9）
自然との融和
13.自然の中にいると、自分がその一部であり、そこから力を得てい
　るという気がする 4（ 2.7） 21（14.2） 37（25.0） 75（50.7） 11（ 7.4）
14.自然の雄大さ、美しさに心を震わせた経験がある 5（ 3.4） 15（10.1） 25（16.9） 80（54.1） 23（15.5）
15.美しい世界に触れることで、心が平和で豊かになる 3（ 2.0） 13（ 8.8） 23（15.5） 82（55.4） 27（18.2）
死と死にゆくことへの態度
16.いつお迎えが来ても大丈夫である 5（ 3.4） 19（12.8） 42（28.4） 66（44.6） 16（10.8）
17.生きることや死ぬことについて、日頃から家族で話し合っている 20（13.5） 28（18.9） 49（33.1） 42（28.4） 9（ 6.1）































は 63.7 ± 9.8（27-90）、下位因子では生きる意味・
目的 10.7 ± 2.1（3-15）、自己超越 10.9 ± 2.3（3-15）、
他者との調和 10.0 ± 2.0（4-15）、よりどころ 11.4 ±
2.1（3-15）、自然との調和 10.9 ± 2.4（3-15）、死と












































































1.年を重ねるご 感謝の気持ちが深くなっている 5（ 3.4） 6（ 4.1） 33（22.3） 85（57.4） 19（12.8）
2.自分がこの世に生まれてきたことに、大きな意味がある 7（ 4.7） 13（ 8.8） 57（38.5） 57（38.5） 14（ 9.5）
3.日々の生活の中に、楽しみや生きる希望がある 6（ 4.1） 11（ 7.4） 36（24.3） 76（51.4） 19（12.8）
自己超越
4.自分と先祖や子孫とは結びついている 3（ 2.0） 4（ 2.7） 31（20.9） 83（56.1） 27（18.2）
5.自分は何か大きな見えない力によって生かされている 9（ 6.1） 22（14.9） 38（25.7） 59（39.9） 20（13.5）
6.亡くなった家族やご先祖様に支えられている 4（ 2.7） 11（ 7.4） 35（23.6） 78（52.7） 20（13.5）
他者との調和
7.どんな相手でもわけへだてなく受け入れようとしている 0（ 0.0） 14（ 9.5） 41（27.7） 83（56.1） 10（ 6.8）
8.心の深いところにある思いを他者と語り合う機会や場がある 14（ 9.5） 29（19.6） 47（31.8） 50（33.8） 80（ 5.4）
9.これまでの人生での出来事や思いを他者に語り、自分の人生の意味
　を再確認できたと感じることがある 8（ 5.4） 20（13.5） 46（31.1） 65（43.9） 9（ 6.1）
よりどころ
10.周囲の人々（家族や友人、知人など）と良好な人間関係を持つこ
　とで 心穏やかに生きている 5（ 3.4） 17（11.5） 18（12.2） 86（58.1） 22（14.9）
11.他者への思いやりや感謝の気持ちを持つことで、人間関係を円滑
　にしている 3（ 2.0） 8（ 5.4） 27（18.2） 92（62.2） 18（12.2）
12.大切な人との幹が生きていく上での支えになっている 3（ 2.0） 7（ 4.7） 25（16.9） 82（55.4） 31（20.9）
自然との融和
13.自然の中にいると、自分がその一部であり、そこから力を得てい
　るという気がする 4（ 2.7） 21（14.2） 37（25.0） 75（50.7） 11（ 7.4）
14.自然の雄大さ、美しさに心を震わせた経験がある 5（ 3.4） 15（10.1） 25（16.9） 80（54.1） 23（15.5）
15.美しい世界に触れることで、心が平和で豊かになる 3（ 2.0） 13（ 8.8） 23（15.5） 82（55.4） 27（18.2）
死と死にゆくことへの態度
16.いつお迎えが来ても大丈夫である 5（ 3.4） 19（12.8） 42（28.4） 66（44.6） 16（10.8）
17.生きることや死ぬことについて、日頃から家族で話し合っている 20（13.5） 28（18.9） 49（33.1） 42（28.4） 9（ 6.1）
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地域在住の高齢血液透析患者のスピリチュアリティへの関連要因の検討　楠木麻子
The Related Factor to Spirituality of Community-dwelling Old Adults to 
Receive Hemodialysis Treatment 
ASAKO KUSUNOKI*，YUMEKO TAMEFUSA**，THIHIRO SEKIMIZU***，
KAORI INOUE，KEIKO TAKEDA*****，SAKAE MIKANE****
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Abstract　The purpose of this study is to examine the related factors to spirituality of elderly patients 
who come to the facilities from home to have hemodialysis treatment. Analysis targets were 148 patients 
over 65 years old on　hemodialysis. Statistical analysis was done with multiple regression analysis of the 
relevant factors to spirituality. As a result, diabetic nephropathy, subjective health condition, active and 
emotional social support, passive and emotional social support and the adjustment type coping were related 
to spirituality.
Keyword：old adults，spirituality，dialysis therapy
